
・学校法人作陽学園 寄附行為細則 

（内部質保証方針） 

第６条 くらしき作陽大学及び作陽短期大学（以下「大学」という）は高等教育機関と

して社会の負託に応えるため、教育研究上の目的等を念頭に置いた質の向上を図ると

ともに、適切な水準にあることを自らの責任で明示する内部質保証における取り組み

を恒常的に推進する。 

 

 

・評価指標 

くらしき作陽大学・作陽短期大学は教育の成果を可視化し教育改善を進めるために、

学生の学修成果を始めてとして各種データを測定・評価しています。測定・評価は学生

の入学前から卒業後までを視野に入れ、機関（大学）、教育課程（学部）、科目の三つの

レベルにおいて多面的に行うこととし、各時点・各レベルに以下のような指標を設定し

ます。 

 入学前・入学直後 在学中 卒業時・卒業後 

大学全体（機関レベ

ル）の指標 

・各種入学試験 

・大学生基礎力レポ

ート（1年次） 

・入学選抜方法妥当

性検証 

・マイステップフォ

ロー 

・休退学状況 

・大学生基礎力レポ

ート（3年次） 

・学生満足度調査 

・学修行動調査 

・卒業率 

・学位授与率 

・就職・進学率 

・企業アンケート 

学部（教育課程レベ

ル）の指標 

・各種入学試験 

・マイステップフォ

ロー 

・GPA 

・進級率 

・GPA 

・資格取得状況 

・国家試験合格率・

合格者数 

科目（科目レベル）

の指標 

 ・成績評価 

・授業評価アンケー

ト 

・マイステップフォ

ロー 

 

 

 

・分析と改善 

上記 2の評価指標に関するデータの収集は事務局が主体となって実施します。収集し

たデータは IR 推進室にて分析を行い、自己点検委員会・改革会議・運営会議・理事会

に報告し、各学部・部署にて改善計画を策定・実施します。 

分析に際しては、ディプロマ・ポリシーを充たした学修成果が上がっているかを主体

として、カリキュラム・ポリシーを充たした教育が行われているか、アドミッション・

ポリシーが求める学生を確保しているかを確認する。 


